
第４２回 北九州市都市計画審議会案件 総括表 

 種類・名称 概   要 備考 

① 

用途地域 
 
 
山路松尾町地区 

 
山路松尾町地区は、都市計画道路（荒生田山路線）沿線から一定距離
（４０ｍ）を第一種住居地域とし、その後背地を第一種低層住居専用地
域に指定している。しかし、開発事業による土地利用の変更に伴い、地
形、地物に併せ用途地域の一部の変更を行なうもの。 
 
【面    積】：約０．６ｈａ 
【用 途 地 域】：第一種住居地域→第一種低層住居専用地域 

 

議題 
201 

② 

地区計画 
 
 
山路松尾町地区 

 
山路松尾町地区は今回あらたに、低層戸建住宅地を主体とする開発が
行われたことから、緑豊かなゆとりとうるおいのある良好な住環境の形
成及び保全を図ると共に低炭素社会へ寄与するため、適正な規制及び誘
導を行うもの。 
【面    積】：約9.2ha（低層住宅A地区約8.3 ha、低層住宅B

地区約0.5 ha、沿道地区約0.4ha） 
【地区整備計画の概要】 
○建築物の用途の制限 
（建築できる建築物） 
低層住宅A地区：住宅、兼用住宅、幼稚園など 
低層住宅B地区：住宅、共同住宅、150ｍ2以下の店舗など 
（建築できない建築物） 
沿道地区  ：危険物の貯蔵、処理の用に供する建築物など 
 

議題 
202 

③ 

地区計画 
 
 
湯川地区 

 
当地区内ではため池跡地が放置されていることによる環境悪化等の
問題があることに加えて、周辺においては道路、公園及び排水施設の不
備などによる居住環境の課題がある。このため、土地所有者と地域住民
により、ため池跡地で計画されている宅地開発にあわせて、地域の課題
を改善するため、地区計画を活用したまちづくりについて検討が行われ
た。これらを踏まえ、土地所有者より都市計画法第２１条の２に基づき、
地区計画の決定についての都市計画提案がなされた。 
本市では、この都市計画提案を都市計画決定する必要があると判断し
たため、良好な居住環境を創出することを目的に、道路、公園の地区施
設を定めるとともに、建築物等について適切な制限を定める地区計画を
決定するもの。 
 
【面    積】：約1.1ha 

（低層住宅地区約0.8 ha、文化教育地区約0.3ha） 
【地区整備計画の概要】 
○建築物の用途の制限（建築できる建築物） 

低層住宅地区：３階以下の住宅など 
文化教育地区：幼稚園、神社など 

○容積率・建ぺい率の最高限度：６０％・４０％ 
○建築物の敷地面積の最低限度：２３０㎡ 
○壁面位置の制限  ：道路境界線までの距離2.0ｍ以上 

隣地境界線までの距離1.0ｍ以上 
○建築物の高さの最高限度  ：１０ｍ 
○建築物の緑化率の最低限度 ：１０％ 
 

議題 
203 

④ 

地区計画 
 
 
曽根地区 

 
平成１８年３月の空港閉鎖に伴い、交通利便性の高い立地条件と自然
環境を生かし、先端技術産業に代表される「産業」の場を形成すると共
に、「環境」との共生の実現の場、更には、医療・福祉機能を中心とし
た健康的で充実した生活を営む「くらし」の場を目指した土地利用を行
うため、平成19 年 12 月 27 日に地区計画の指定を行っている。現在、
地区計画では、土地利用などの条件が整った「新産業地区」約 42ha に
おいて、詳細な事項を定める地区整備計画を定めている。 
今後、幹線道路の整備が行われ土地利用を開始する「医療生活地区」
において、地区整備計画を定め、土地利用の方針に基づく、医療・福祉
機能に加え、幹線道路沿いの立地特性を生かした生活利便施設、事務所
などの機能も含めた土地利用を進める予定である。 
今回、この「医療生活地区」の一部において土地利用が決定したので、
それに基づき地区整備計画を定めるもの。 
 
【地区整備計画の概要】  （  ）変更箇所 
医療・生活地区（約5.0ha）、新産業地区（約42.0ha） 
○建築物の用途の制限 
（建築できる建築物） 
医療・生活地区：病院、共同住宅及び寄宿舎（病院に従事す

る者の用に供するもの）など 
新産業地区  ：工場、流通倉庫等 

○容積率・建ぺい率の最高限度 
医療・生活地区：60％・200％ 
新産業地区  ：60％・200％ 

○壁面位置の制限  ： 
医療・生活地区：敷地境界線までの距離1.0ｍ以上 
新産業地区  ：医療生活区域との境界は20ｍ以上 

地区内道路1号線境界線までの距離5ｍ以上 
   

議題 
204 

⑤ 
都市計画マスタープラン 
八幡西区構想【答申】 

 
本市では、平成15年11月に本市の都市計画の指針となる「北九州市
都市計画マスタープラン（全体構想）」を策定するとともに、地域の特
性や課題を踏まえたまちづくりの方針（地域別構想）を行政区ごとに策
定することとしている。 
八幡西区構想については平成 17 年 9 月より、市民ワークショップや
地域の有識者などで構成される地元検討会を行い、「八幡西区のまちづ
くり方針（素案）」をとりまとめ、平成21年8月18日に本審議会に諮
問、同10月13日～11月12日にパブリックコメントを行ったところで
ある。 
今回、これらの意見を踏まえ、「八幡西のまちづくり方針（原案）」を
とりまとめたので、本審議会の意見を聞くもの。 
 

議題 
199 

  手続の概要  

平成２１年 ８月２４日   都市計画提案の提出（議題203） 
平成２１年１０月１９日 ～ １１月 ２日 都市計画原案の縦覧（議題201） 
平成２１年１０月１９日 ～ １１月 ２日 地区計画条例に基づく案の縦覧（議題202、204） 
平成２１年１１月 ２日 ～ １１月１６日 地区計画条例に基づく案の縦覧（議題203） 
平成２２年 １月１５日 ～ １月２９日 都市計画法に基づく案の縦覧（議題201～204） 
平成２２年 ２月１０日   第４２回北九州市都市計画審議会 
平成２２年 ２月下旬  （予定） 都市計画法第１９条の同意請求 
平成２２年 ２月下旬  （予定） 都市計画決定（＝告示） 
 


